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オンチップ伝送線路配線の高密度化に関する研究
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RC線路として設計
高速化の為にRepeaterで分割

配線遅延を削減

消費電力の増大

長距離配線 多くのリピータが必要

高速信号伝送

低消費電力
電磁波の速度で信号を伝送可能

RC線路と比べ配線面積を多く必要とする為、
周りの配線の配線間隔が減少し遅延の原因となる。

差動伝送線路構造

提案構造

実測による評価 

提案構造では３本の線路で２つの信号を伝送できる。

グランドが必要ない。
高クロストーク耐性
小振幅伝送が可能

擬差動伝送線路構造

高密度伝送線路構造を提案。

従来の伝送線路構造より22%面積が削減できることを示した。 LSI内に高密度で高速な配線を
実現可能であると考えられる。 
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電荷の充放電で信号を伝送する必要がない。

}

高速信号伝送に大電流を流す必要がない。

高速化と低消費電力化のトレードオフを解決することができる。
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Eye diagram 
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信号減衰量やクロストーク
耐性が同じ場合、従来の
構造より22%配線面積を
削減可能。

Co-planar: 4.1µm/1信号 x 1層

提案構造: 3.2µm/2信号 x 2層

Conventional co-planar

+ +
1.0µm

0.8µm

+ +

4.1µm

1.4µm

Proposed structure

SP

0.8µm
SP

0.8µm

0.8µm

+ +

1.2µm
3.2µm

-22%

配線面積

TIRS2003 65nmテクロノジノードの
参考に各パラメータを設定。

測定結果より10Gbpsの信号を9mm伝送可能であることを示した。

入力信号: 10Gbpsの擬似乱数ビット列
入力信号振幅 : 0.6Vpp
Eye高さマージン: 0.1Vpp

9mm

10mm

0.18µm CMOS Process

測定周波数: 50MHz~40GHz

・参照電圧は入出力マッチ
 ング抵抗の中心点より
 得ている。

・参照電圧線をDTLとして
 用いている。

・参照電圧はDTLの
 コモンレベルから得ている。

配線面積の削減が配線
設計の重大な課題となる。

GND

・SD1とSD2の信号
 の振幅は同じで
 お互いに逆位相

・PDTLはシグナル線
 と参照電圧線の
 二つを用いる。

・信号は参照電圧より
 大きいか小さいかで
 伝送される。

・PDTLはコモンモード
 ノイズに強い。 

・小振幅伝送が可能

・SD1とSD2の平均は
 一定電圧となり、この
 電圧をCommon-level
 と呼ぶ。

シミュレーション結果より、PDTLの配線幅
を信号減衰量が最小となる2.4µmとした。

配線の長さは測定する周波数
を考慮し、1mmとした。


